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【一般会計】

１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

総務一般管理事業
（我妻榮没後50年・我妻榮記念館開館30周年記念事業負担金）

歳出科目 2款1項1目 事業区分 新規 担当課名 秘書広報課

3,000 3,000

　本市名誉市民我妻榮氏没後50年(令和5年)・我妻榮記念館開館30周年(令和4年)を記念
し、我妻榮氏を顕彰する記念事業等を開催することにより、市民はもとより広く全国的に
「我妻榮氏」の功績を知らしめ、本市への来訪者増加による観光振興及び教育振興を図
る。

1　記念事業等内容
　 ①銅像建立事業
　 　　桜井祐一氏制作の型を使用し、記念館前に胸像を設置する。
　 ②記念館展示物環境整備事業
　 ③記念館壁面・雨水対策事業
　 ④記念式典・記念講演会等
　　　 令和5年10月21日(土)開催予定(会場：伝国の杜ホール)
　 ⑤法律相談事業
　　　 令和5年10月21日(土)開催予定(会場：伝国の杜会議室)
　　　 先着16名予約制
　 ⑥我妻榮氏特別展
　　　 令和5年9月28日(木)～11月21日(火)開催予定
　　　　 第1会場：ナセＢＡ(先人顕彰コーナー)
　　　　 第2会場：我妻榮記念館
　 ⑦生家訪問促進事業
　　　 市内小中学生向けのリーフレットを作成・配付し記念館訪問の促進を図る。
　 ⑧ポスター・チラシ作成事業
　 ⑨募金事業
　　　 有為会会員・法曹界関係者・米沢興譲館高校同窓生等から募金を募る。

　
2　記念事業等総事業費　 7,750千円
 【収入内訳】
　 ①米沢市負担金　　　 3,000千円
　 ②米沢有為会負担金　 3,000千円
　 ③寄付金　　　　　　 1,750千円

（千円） 3,000
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

広報事業(市公式ホームページCMS更新業務委託)

歳出科目 2款1項3目 事業区分 新規 担当課名 秘書広報課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 20,000 20,000 20,000

　市公式ホームページの運用管理について、現行サーバーの契約が満了することから、
サーバーの更新を行うと同時に、コンテンツマネジメントシステム(CMS)を更新する。

　○市公式ホームページCMS更新事業費　20,000千円

1　クラウド型サーバーへの更新
　 昨今の世界的な半導体等の不足により、オンプレミス型(庁舎内設置)サーバーの
 入手が困難な状況であること、災害時等における迅速な障害対応及びシステム管理
 作業の軽減を図ることから、現行のオンプレミス型(庁舎内設置)サーバーからクラ
 ウド型(外部設置)サーバーへ更新する。

2　コンテンツマネジメントシステム(CMS)の更新
　 現行のコンテンツマネジメントシステム(CMS)を更新し、市公式ホームページの利
 用しやすさ・便利さ・魅力を向上させるとともに、セキュリティ管理の充実を図
 る。
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

企画調査事業(SDGs推進事業)

歳出科目 2款1項8目 事業区分 継続 担当課名 政策企画課

276 7,112 △1,668

　本市が令和3年度の内閣府「SDGs未来都市」の選定を受け、同年度策定した「米沢市
SDGs未来都市計画」に沿って各種事業を実施することにより、SDGsの達成に向けた本市の
取組をより一層推進する。

1　実施内容
  (1)　米沢市SDGs推進協議会の開催　　　　　　　　276千円
　　　 本市SDGsの普及啓発並びに関係機関や関係団体との情報交換及び連絡調整を
　　 行う。(令和5年度：2回開催予定)

  (2)　研修・アドバイザー委託料　　　　　　　　2,000千円
　　　 上記(1)の協議会へのアドバイザーとしての参加とともに、令和4年度実施し
　　 た企業・団体向け研修からさらに参加対象を広げた研修の開催について、専門
　 　的知見を有する外部人材に委託することにより、SDGsの効果的な推進を図る。

　　 【実施予定研修】
　　 　(仮称)令和5年度SDGsプロジェクトのプロモーション技法研修
　　 　　　対象：企業・団体及び市職員
　　 　　　回数：計4回程度
　
　(3)　SDGs事業プロモーション委託料　　　　　　　168千円
　　　 本市や市内企業・団体等のSDGsに関する取組等を全国区に発信し、さらなる
　　 認知を獲得するとともに、米沢発のSDGsを地域内外に広げていくため、WEBプレ
　　 スリリースサイト「PR TIMES」を活用した発信を行う。

　(4)　SDGs経営推進支援業務委託料　　　　　　　3,000千円
　　　 経済・社会・環境の3つの側面の調和のとれた持続可能な地域経済圏の活性化
　　 を推進するため、地域事業者によるSDGsの取組状況を可視化・診断する仕組み
　　 を関係者と協議をしながら設計する。併せて可視化・診断ツールのデジタル上
　　 への実装を行う。

（千円） 5,444 5,168

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

（千円） 5,545 2,347 3,198 3,655 1,890

　米沢市地域公共交通計画に基づいて、公共交通の利便性の向上、適切な移動手段の確
保、利用しやすく分かりやすい利用環境の改善、公共交通の利用につなげる意識の改善等
を図るための諸事業を実施する。

1　実施内容
　(1)　公共交通普及啓発事業　　　　　　　　　　711千円
　　　 公共交通パンフレットを用いたバスの乗り方教室の開催等により、公共交通
　　 の利用促進を図り、コンパクト・プラス・ネットワークを推進する。
　　　 また、市街地内交通需要アンケート調査を行い、市街地を運行する路線バス
　　 等では賄えない、きめ細やかな交通の在り方について検討を進める。
　　　 更に、当アンケートに合わせて市街地における交通モードの周知を図り、公
　　 共交通サービスの利用啓発につなげる。

　(2)　案内板整備事業　　　　　　　　　　　　4,000千円
　　　 令和4年度に作成する米沢駅構内及び駅周辺における案内サインの設計に基づ
　　 き案内サイン等を作成し、駅構内の各施設へのアクセス性の向上及び乗り継ぎ
　　 等の利便性の向上を図る。

　(3)　米沢市地域公共交通活性化協議会負担金　　834千円
　　　 ・協議会の開催
　　　 ・アドバイザーの招へい

　(4)　その他の取組
　　　 ・市街地を運行するバス路線の経路見直しの検討
　　　 ・地域にあった交通モードの検討、導入
　　　 ・バスの待合環境の改善

当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

地域振興事業(公共交通活性化事業)

歳出科目 2款1項8目 事業区分 拡充 担当課名 地域振興課

予算の状況
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

　多様な行政課題に取り組んでいくため、外部人材(地域おこし協力隊、地域力創造アド
バイザー)を積極的に活用し、さらなる地域活性化や人材育成を図っていく。

【実施事業】
　(1)　地域おこし協力隊員数の増員　　　　　　　　55,186千円
　　 　令和5年度は、特定の地域課題に対応できるスキルや経験を持つミッション型
　　 隊員を増やし、庁内各課が取り組む行政課題に連携して対応していく。なお、
　　 採用については、ミスマッチを回避するためインターン制度を活用することか
　　 ら、採用時期はそれぞれ異なる。

　　　 令和4年度：4名　→　令和5年度：11名
　　　 〇フリーミッション型隊員　　　　　　　　　2名
　　　 〇ミッション型隊員
　　　　 ・昆虫館事業(コミュニティ推進課)　　　　1名
　　　　 ・移住定住事業(地域振興課)　　　　　　　1名
　　　　 ・紅花振興事業(地域振興課)　　　　　　　2名
　　　　 ・【新】若者支援事業(地域振興課)　　　　1名
　　　　 ・【新】e-sportsの普及事業(政策企画課)　1名
　　　　 ・【新】伝統野菜等の普及事業(農政課)　　1名
　　　　 ・【新】米沢市版DMO事業(観光課)　　　　 2名

　(2)　「地域づくり人」育成塾の実施　　　　　　　　　3,000千円
　　　 地域力創造アドバイザー制度を活用して外部専門家を招へいし、地域づくり
　　 に必要なスキル向上を目指した講義を通して、地域で活躍する若手リーダーを
　　 育成し、本市の地域課題解決に繋げていく。

　　　 〇期間及び講義内容
　　　　 ・令和5年6月開講　～　12月まで(全8回予定)
　　　　 ・コミュニケーションスキルや思考法、対人関係構築力の育成、
　　　　　 リーダーシップ力やチームビルディング力の育成
　　　 〇募集人員
　　　　 ・20～30名

○「地域おこし協力隊」は、隊員(外部人材)を自治体で受入れ、各地域や団体等の地
　域住民との協働による地域おこし活動を通じて、地域の活性化を図るとともに、定
　住・定着につなげていく制度(総務省所管)である。　《全額特別交付税措置》

○「地域力創造アドバイザー」は、地域活性化の取組に関するノウハウを持った外部
　専門家が地域力を高めようとする自治体に対し、1年間にわたって助言や指導をし
　ていく制度(総務省所管)である。　《87％特別交付税措置》

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 58,186 58,186 21,489 36,697

事業名
(事項名)

地域振興事業(地域づくり活動支援事業)

歳出科目 2款1項8目 事業区分 拡充 担当課名 地域振興課
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

（千円） 14,255 6,206 8,049 3,858 10,397

　移住者が暮らしやすい住まいや就労等の情報を総合的に案内できるよう関係機関と連携
して取組を進める。
　また、WEBサイト等を活用して、移住の検討に必要な情報を効果的に発信するととも
に、移住コーディネーターの配置や米沢駅コワーキングスペースを活用するなど、移住相
談体制等を拡充し移住・定住に向けてきめ細かな対応を行う。

【実施事業】
　(1)　情報発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　396千円
　　 ・WEBサイトやパンフレットを活用して積極的な情報発信を行う。
　　　  (WEBサイトの保守管理)
　(2)　移住相談体制の強化　　　　　　　　　　　　　　4,245千円
　　 ・移住コーディネーター(専従)の配置
　　 ・米沢駅コワーキングスペースを移住相談拠点として活用
　(3)　移住検討者・移住者向けイベントの開催　　　　　　628千円
　　 ・米沢暮らしをガイドする「まちあるきプログラム」(年6回予定)
　　 ・移住検討者や移住者の交流イベント「移住者ミーティング」(年4回予定)
　(4)　関係人口創出イベントの開催　　　　　　　　　　　100千円
　　 ・米沢ファン増プロジェクト
　　　  (首都圏に住む米沢ファンとオンライン等で交流イベントを行う。)
　(5)　首都圏在住者向けのイベントにて移住ブース出展　　474千円
　　 ・GOODLIFEフェア(東京ビッグサイトで3日間開催)
　(6)　移住支援の拡充　　　　　　　　　　　　　　　　8,412千円
　　 ・移住支援事業費補助金の申請枠の増加・内容の拡充

　　　 　東京圏から本市に移住する方が一定の条件(居住・就業)※を満たした場合
　　　 に、1世帯当たり100万円＋子ども１人当たり100万円(令和4年度30万円から
　　　 拡充)を支援(ただし、単身世帯は60万円)
　　 ・移住世帯向け食の支援事業

※移住支援事業費補助金の条件
　居住の要件:①住民票異動前の10年間のうち5年以上(直前1年間は必須)、東京23区
　　　　　　　 内に在住
　　　　　　 ②同様の期間、東京圏(東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県)のうち条
　　　　　　　 件不利地域以外の地域に在住の場合は、東京23区内へ通勤
　　　　　　 〇申請後、5年以上継続して米沢市に居住する意思がある事が絶対条件
　就業の要件:①JOB山形に掲載されている企業への就業
　　　　　　 ②米沢市を生活拠点とし、移住元での業務をテレワークで行う　など

　　 【補足】条件不利地域：過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、山
　　　　　　 村振興法等において規定される条件不利地域

事業名
(事項名)

地域振興事業(移住・定住(UIJ)推進事業)

歳出科目 2款1項8目 事業区分 拡充 担当課名 地域振興課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

- 6 -



- 7 -

１．事業目的

２．主な事業実施内容

事業を実施する。
事業費：千円

合計

３．備　　　考

国の支援制度（都市構造再編集中支援事業）を活用し、財政負担の軽減を図る。

予算額 国費

74,700 514,490 137,933

　医療機能の向上と効率化を基本とした市立病院等の整備のほか、生活道路の整備等によ
り、高齢者や児童にとって安全で快適な住みよい環境づくりなどを通して、「健康で安
全・安心に暮らせる、魅力あふれる交流拠点都市」実現のためのまちづくりを推進する。

　都市再生整備計画に基づき、令和3年度から令和7年度の5年間を期間として以下の

（千円） 652,423 169,723 408,000

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

改築 ④市道市立病院西通り線 30,307

改築 ③市道南部小南通り線 0 0

136,783

改築 ②市道門東町三丁目南部小西線 38,000 7,891 127,600

道路 改築 ①市道門東町三丁目中央一丁目線 50,500 10,486

0 0

71,800

改築 ⑧市道中央六丁目松が岬公園廻り線 0 0 21,000

改築 ⑦市道興譲小南通り線 21,000 4,361

改築 ⑥市道中央一丁目金池線 完了 5,913

改築 ⑤市道西蓮寺南通り線 完了 13,396

28,000

下水道 ⑫まちの再生事業（木場町） 0 0 6,294

改築 ⑪市道興譲小北通り線 0 0

42,615

改築 ⑩市道松が岬一丁目松川左岸線 70,000 14,535 80,450

新設 ⑨まちの再生事業（木場町） 0 0

高質空間形成施設 ⑯医療拠点周辺植栽整備事業 0 0 24,420

⑰医療拠点関連融雪設備整備事業 0 0 40,865

⑭米沢駅案内板整備事業 4,000 1,994 6,519

地域生活基盤施設 ⑬相生町駐車場 81,578 40,789 268,812

⑮米沢市立病院エネルギーセンター 30,574 15,287 122,294

72,669 610,228

⑲三友堂病院（病院） 0 0 500,000

誘導施設 ⑱米沢市立病院（地域医療支援病院） 0 0 2,100,000

まち活動推進 ㉔東町プラットフォーム活動支援 3,000 1,358 3,000

まち活動推進 ㉓東町エリアプラットフォーム形成 完了 300

提
案
事
業

地域創造支援事業 ㉑公共交通周知啓発事業 710 353 1,667

事業活用調査 ㉒東町エリアマネジメント計画策定 完了 2,000

既存建造物活用事業 ⑳子育て世代活動支援センター 353,061

652,423 169,723 4,281,763

※1 一般会計の予算額。⑳のみ記載の額に加えて補助対象外経費37,238千円あり。
※2 都市再生整備計画(5年間)の事業費見込み。

事業名
(事項名)

都市構造再編集中支援事業

歳出科目 2款1項8目 ほか 事業区分 継続 担当課名 都市計画課 ほか

37,500

事業 施設名
令和5年度事業費※1

総事業費※2
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

ふるさと応援寄附金制度推進事業

歳出科目 2款1項8目 事業区分 継続 担当課名 米沢ブランド戦略課

0 1,000,895 200,166

　全国に本市の魅力や取組を発信することで、応援したい自治体として選んでいただき、
ふるさと納税につなげていく。あわせて地場産品を返礼品とすることで、寄附者とのつな
がりを築くとともに地域経済の活力に結び付ける。

1　事業概要
　 全国から寄附を募り、本市にふるさと納税(寄附)をお寄せいただいた方のうち、
 市外の寄附者に対して寄附金額に応じた返礼品を送付する。
　 お寄せいただいた寄附金は各種事業に活用する。

2　予算内訳
　 ・基金積立金(寄附金分)　　　　　534,162千円
　 ・基金積立金(基金利子分)　　　　　1,061千円
　 ・返礼品費(送料含む)　　　　　　456,000千円
　 ・事務費　　　　　　　　　　　  209,838千円

（千円） 1,201,061 1,201,061
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

担当課名 コミュニティ推進課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 109,940 109,900 40 37,598 72,342

　指定避難所である市内コミュニティセンターの空調設備を整備することにより、災害の
発生時に備え、避難者の生活環境の改善を図る。

1　事業の概要
　 ホールに空調設備が設置されていない北部・松川・万世・愛宕・六郷の各コミュ
 ニティセンター及び南原コミュニティセンター関分館について、空調設備を設置す
 る。

2　令和5年度予算の内訳
　 北部コミュニティセンター空調設備改修工事　　　45,200千円
　 松川コミュニティセンター空調設備改修工事　　　30,340千円
　 万世コミュニティセンター空調設備改修工事　　　34,400千円

3　事業スケジュール
　 令和5年度　北部・松川・万世コミュニティセンター空調設備改修工事
　 令和6年度　愛宕・六郷コミュニティセンター・南原コミュニティセンター関分館
　　　　　　　空調設備改修工事

緊急防災・減災事業債(令和7年度まで)を活用
　対象事業：防災の拠点となる施設の整備を行うもの(指定避難所における避難所の
　　　　　　生活環境の改善)
　財政措置：地方債充当率100％、元利償還金に対する交付税措置70％

事業名
(事項名)

コミュニティセンター等施設管理事業(コミュニティセンター空調設備整備事業)

歳出科目 2款1項8目 事業区分 継続
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

地 方 債 そ の 他

前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 一般財源

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳

増 減 額

事業名
(事項名)

広幡コミュニティセンター建替事業

歳出科目 2款1項8目 事業区分 新規 担当課名 コミュニティ推進課

緊急防災・減災事業債(令和7年度まで)を活用
　対象事業：防災の拠点となる施設(地域防災センター等)の整備を行うもの
　財政措置：地方債充当率100％、元利償還金に対する交付税措置70％

7,564 64,964

　老朽化が著しい広幡コミュニティセンター(昭和47年建設)について建替を行い、地域住
民の活動拠点及び避難所としての機能充実を図る。

1　事業概要
　 令和8年度の開館を目指し、新築、移転するにあたり、用地測量を行い、用地取得
 を行う。また、基本及び実施設計、外構実施設計を行う。

2　令和5年度予算の主な内訳
　 用地測量及び外構実施設計業務委託料　　20,791千円
　 地質調査業務委託料　　　　　　　　　　10,832千円
　 基本及び実施設計業務委託料　　　　　　17,027千円
　 用地取得費　　　　　　　　　　　　　　15,000千円
　 事務費　　　　　　　　　　　　　　　　 1,314千円

3　事業スケジュール
　 令和4年度　用地測量及び外構実施設計業務発注
　　　　　　　 (債務負担行為を設定し翌年度早期に実施するもの)
　 令和5年度　用地測量及び外構実施設計業務
　　　　　　　用地取得、土地収用法事業認定手続き
　　　　　　　地質調査
　　　　　　　新設基本・実施設計業務
　 令和6年度　敷地造成工事
　　　　　　　建築工事(令和7年度までの2か年)
　 令和7年度　建築工事
　　　　　　　電気・機械設備工事
　　　　　　　外構工事
　 令和8年度　移転、開館

（千円） 64,964 57,400
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

緊急防災・減災事業債(令和7年度まで)を活用
　対象事業：防災の拠点となる施設(地域防災センター等)の整備を行うもの
　財政措置：地方債充当率100％、元利償還金に対する交付税措置70％

事業名
(事項名)

塩井コミュニティセンター建替事業

歳出科目 2款1項8目 事業区分 新規 担当課名 コミュニティ推進課

6,335 54,235

　老朽化が著しい塩井コミュニティセンター(昭和46年建設)について建替を行い、地域住
民の活動拠点及び避難所としての機能充実を図る。

1　事業概要
　 令和8年度の開館を目指し、新築、移転するにあたり、敷地面積を確定するために
 用地測量を行うとともに、新設基本・実施設計、外構実施設計を行う。

2　令和5年度予算の主な内訳
　 用地測量及び外構実施設計業務委託料　26,121千円
　 地質調査業務委託料　　　　　　　　　10,832千円
　 基本及び実施設計業務委託料　　　　　17,027千円
　 事務費　　　　　　　　　　　　　　　　 255千円

3　事業スケジュール
　 令和4年度　用地測量及び外構実施設計業務発注
　　　　　　　 (債務負担行為を設定し翌年度早期に実施するもの)
　 令和5年度　用地測量及び外構実施設計業務
　　　　　　　地質調査
　　　　　　　新設基本・実施設計業務
　 令和6年度　敷地造成工事
　　　　　　　建築工事(令和7年度までの2か年)
　 令和7年度　建築工事
　　　　　　　電気・機械設備工事
　　　　　　　外構工事
　 令和8年度　移転、開館

（千円） 54,235 47,900

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

情報管理事業(地方公共団体情報システムの標準化・共通化事業)

歳出科目 2款1項8目 事業区分 継続 担当課名 政策企画課

6,709

　住民情報系の業務システムを、ガバメントクラウド(※1)上に構築された標準システム
(※2)に令和7年度までに移行する。
　※1　ガバメントクラウド…国が用意した共通化基盤
　※2　標準システム…国が定めた標準仕様書に基づき作成されたシステム

1　実施内容
　 ・地方公共団体情報システムの標準化・共通化に関する業務委託　　30,201千円
　　 　現行システムと標準仕様書との比較分析及び移行計画の作成

2　標準化の対象業務
　 　20業務(住民記録、固定資産税、個人住民税、法人住民税、軽自動車税、国民
　 健康保険、国民年金、後期高齢者医療、介護保険、障がい者福祉、生活保護、児
　 童手当、児童扶養手当、子ども・子育て支援、健康管理、就学、選挙人名簿管
　 理、印鑑登録、戸籍、戸籍の附票）

3　スケジュール
　 令和4年度　標準仕様書との比較分析①
　 令和5年度　標準仕様書との比較分析②、移行計画作成、業者決定
　 令和6年度　データ移行・システム構築①
　 令和7年度　データ移行・システム構築②、システムテスト、稼働研修
　　　　　　　本番稼働

　 ※令和6年度、7年度の事業費は未定

（千円） 30,201 30,201

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金

0 23,492
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 61,441 30,720 9,000 5,000 16,721 82,241 △20,800

　西吾妻山、天元台高原、白布温泉を一体のエリアとして捉え、地元及び関係機関・団体
が一体となってハード・ソフトの両面から持続可能な再生事業に取り組むことで、次世代
に残せる魅力溢れるエリアに再生し、賑わいを取り戻すことで稼ぐ力をつけ、事業終了後
の継続的、発展的に自走できる体制を目指していく。

1　広報宣伝プロモーション事業　　　　13,800千円
　(1)　広告・宣伝・プロモーション
　(2)　プロジェクト運営支援事業

2　誘客事業　　　　　　　　　　 　　 16,888千円
　(1)　電動アクティブレンタサイクル事業
　(2)　特別催事事業(囲碁アマチュア戦など)
　(3)　健康長寿推進事業

3　景観形成事業　　　　　　　　　　　 1,000千円
　(1)　大幟り等制作事業

4　人材育成事業                  　　 1,000千円
　(1)　しらぶ遊人養成事業

5　拠点整備事業　　　　　　　　　　　20,000千円
　(1)　交流拠点スペース整備
　(2)　自然体験施設(遊歩道)整備

6　事務費　　　　　　　　　　　 　　　8,753千円
　(1)　臨時職員人件費・消耗品等

　内閣府の「デジタル田園都市国家構想交付金」や「企業版ふるさと納税」を活用
し、財政負担の軽減を図る。

事業名
(事項名)

西吾妻山×天元台×白布温泉エリアリボーンプロジェクト事業

歳出科目 2款1項13目 事業区分 継続 担当課名 観光課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

　米沢市版DMOを運営し、「観光データベースのマネジメント」及び「マーケティング、
プロモーションを中心とした観光事業のDX化」を推進し、時代に対応した観光機能を確立
させていく。また、市全体の観光機能の整理を行うとともに、既存の観光関係団体との連
携を図りながら、幅広い域内関係者と合意形成を積み上げ、データ根拠のある「稼ぐ力」
を創出し、持続可能な観光地域づくりを目指す。

1　観光DX事業　　　　　　　　　　35,000千円
　(1)　観光情報集約プラットフォーム事業
　(2)　相互送客プラットフォーム事業
　(3)　観光情報発信事業
　(4)　マーケティング観光情報分析事業

2　地域の魅力磨き上げ事業　　　　45,385千円
　(1)　米沢型インバウンド事業(観光課)
　(2)　広域観光推進事業(観光課)
　(3)　食文化アルカディア・米沢創造事業(農政課)
　　　 ・食による観光振興に関するアクションプラン策定事業
　　　 ・ガストロノミーツーリズム米沢食文化体験ツアー　など
　(4)　米沢の歴史文化とSDGs事業
　　　 ・紅花プロジェクト事業(地域振興課)
　　　 ・米織プロジェクト事業(商工課)　など

3　地域商社事業　　　　　　　　　16,092千円
　 オンラインショップを活用した商品販売強化事業　など

4　事務局運営費　　　　　　　　　29,000千円

　内閣府の「デジタル田園都市国家構想交付金」や「企業版ふるさと納税」を活用
し、財政負担の軽減を図る。

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 125,477 62,542 5,000 57,935 75,000 50,477

事業名
(事項名)

米沢市版DMO推進事業

歳出科目 2款1項13目 事業区分 拡充 担当課名 観光課、商工課、農政課、地域振興課
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

統合型GIS整備事業

歳出科目 2款1項13目 事業区分 新規 担当課名 政策企画課

30,248

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

　内閣府の「デジタル田園都市国家構想交付金」を活用し、財政負担の軽減を図る。
　庁内共用GISの導入により、各部署で個別に管理していたGISの更新費用や業務委託
が不要となるため、導入費用については7年程度で償却できる見込み。

30,252 60,500

　各部署で管理している地理情報システム(GIS)を統合し、かつ、統合したデータの一部
を利活用可能な形式で広く一般公開する統合型GISを新たに導入し、”いつでも””どこ
でも””だれでも”“簡単に”地理情報を閲覧・活用することができる情報共有基盤を構
築する。

1　実施内容
　 統合型地理情報システム整備業務委託　　　　　　　　　60,500千円
　(1)　各部署で管理しているGISを統合して管理する「庁内共用GIS」を構築
　　 （統合する主なGIS）
　 　　　固定資産業務支援システム、防災情報管理システム、
　 　　　法定外公共物管理システム等

  (2)　現在紙などで管理している情報を「庁内共用GIS」で管理するために必要とな
　　 るデータ化業務を実施
　　 （データ化する情報）
　　　　 住居表示台帳、学区及び通学路等、都市公園データ

  (3)　統合した情報を一般公開する「市民公開GIS」を構築
　　 （一般公開を予定している地図情報）
　　　　 防災マップ、揺れやすさマップ、土砂災害(特別)警戒区域、避難所、
　　　　 航空写真(背景図)、地番参考図、固定資産税路線価、都市計画図、
　　　　 都市公園、上下水道設備情報、小中学校区、公共施設
　

（千円） 60,500
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

戸籍住民基本台帳事務事業(マイナンバーカード交付円滑化事業)

歳出科目 2款3項1目 事業区分 拡充 担当課名 市民課

131 43,383 18,705

　国及び地方における行政のデジタル化が喫緊の課題とされている中、その基盤となるマ
イナンバーカードのさらなる普及と活用を促進する。

1　事業の概要
　 2024年秋に健康保険証が廃止となり、マイナンバーカードとの一体化を控えてい
 る。生活に密着したカードとなるため、カード申請・交付業務の体制を強化すると
 ともに出張申請受付の機会を増やし、さらなるカード取得率の向上を図る。また、
 カード取得による利便性の向上など市民に情報発信していく。

2　実施内容
　(1)　出張申請受付の拡充
　　 ・商業施設のほか、施設・事業所での出張申請受付
　　 ・個別事情に対応したサポート
　　 ・カード取得及び利用促進の周知広報

　(2)　時間外・休日窓口の設置
　　 ・マイナンバー関連業務手続、マイナポイントの申請支援

　(3)　申請・交付体制の強化
　　 ・申請・交付業務、健康保険証利用・公金受取口座登録業務を推進するための
　　　 会計年度任用職員等の配置

3　予算の内訳
　(1)　出張申請受付の拡充　　　　　　　　　 　13,082千円
　(2)　時間外等窓口の設置　　　　　　　　　　　9,489千円
　(3)　申請・交付等体制の強化　　　　　　　　 39,517千円

（千円） 62,088 61,957

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

障がい者福祉総務事業(障がい者の個別避難計画作成業務委託)

歳出科目 3款1項2目 事業区分 新規 担当課名 社会福祉課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳

（千円） 1,980 1,980 1,980

　災害時に自ら避難することが困難な「避難行動要支援者」が、あらかじめ避難先や避難
支援者を決めて、その情報を関係者で共有することにより、災害時の迅速で安全な避難を
確保することができる。

(1)　事業内容
　 改正災害対策基本法を受け、本市では概ね５年間で個別避難計画を作成する予定
 である。全17地区の対象者1,200人のうち、令和5年度は300件の作成を予定してい
 る。
　 作成には、障がい特性を理解している福祉専門職の参画が必要であるため、障が
 い者相談支援事業所へ業務を委託する。
　
(2)　実施体制
　 避難行動要支援者のうち、相談支援専門員が個別避難計画を作成した場合に、相
 談支援事業所に委託料を支払う。また、避難訓練も実施した場合は、委託料に加算
 する。

(3)　委託料内訳
　　 新規作成料　　　5,000円×300件×1.1＝1,650,000円
　　 避難訓練加算　　2,000円×150件×1.1＝　330,000円
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

児童福祉総務事業
(子ども・子育て支援事業計画策定に係るニーズ調査等業務委託)

歳出科目 3款2項1目 事業区分 新規 担当課名 子育て支援課

　

4,000 4,000

　子ども・子育て支援法に基づく「第３期米沢市子ども・子育て支援事業計画」を策定す
るために必要な、米沢市における教育・保育及び子育て支援事業のニーズを調査・分析
し、計画策定を支援する。

業務の概要
 (1)　基礎調査
 　 　事業計画の策定の前提として必要な本市の人口、世帯数等の基礎データの
 　 収集、整理及び分析を行う。

 (2)　アンケート調査
 　 　国から示される指針等及び本市の現状等を踏まえるとともに、本市の意向
 　 を反映するよう、市内の就学前児童の保護者1,500件、市内の小学生の保護者
 　 1,500件にアンケート調査を実施する。

 (3)　調査票の印刷・製本

 (4)　調査に基づく必要なサービスとその量の整理・分析等
 　 ①ニーズ量の算出及び確保方策の調査・検討
 　　 乳幼児期の教育・保育の「量の見込み」を算出し、「確保方策」の調査及
 　　 び検討。
 　 ②地域子ども・子育て支援事業量の算出

業務のスケジュール
　令和5年　9月　ニーズ調査票の作成
　　　　　10月　ニーズ調査の実施(2週間程度)
　　　　　12月　ニーズ調査結果の中間報告
　令和6年　2月　ニーズ調査結果報告書の納品

（千円） 4,000
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

1,895 26,985

　南原地区学童保育所わかたかクラブの現在の施設は、昭和初期建築の木造家屋で老朽化
が著しい。保育施設として安心・安全な保育環境を提供するため、旧南原コミュニティセ
ンター跡地（市が無償貸付）を活用して施設の改築を行い、保育環境の改善を図る。

○南原地区学童保育所わかたかクラブ改築事業

1　建築工事
　　 整備する施設の概要
　　 ・建築面積　156.51㎡(47.4坪)
　　 ・床面積　　146.57㎡(44.4坪)

2　事業費
　　 補助基準額　　 40,479千円
　　 　　　　　　　 (建築工事：31,385千円、特殊付帯工事：9,094千円)
　　 国補助金　　　  8,995千円(補助率2/9)
　　 県補助金　　　  8,995千円(補助率2/9)
　　 市補助金　　　  8,995千円(補助率2/9)
　　 事業者負担額　 13,494千円
　

3　整備場所
　　 旧南原コミュニティセンター跡地
　　 ※市が無償貸与

4　新施設での事業開始予定　令和6年4月1日

（千円） 26,985 17,990 7,100

事業名
(事項名)

放課後児童健全育成事業(子ども・子育て支援整備事業費補助金)

歳出科目 3款2項1目 事業区分 新規 担当課名 子育て支援課
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

育成支援体制強化事業費補助金
　概要：遊び及び生活の場の消毒・清掃、おやつの発注・購入、会計事務等の運営
　　　　に関わる業務、児童の宿題等の学習活動が自主的に行える環境整備の補助、
　　　　育成支援の周辺業務を行う職員（運営事務等を行う職員）の配置等を行う
　　　　ことにより、育成支援の内容の向上を図る。

　運営事務等を行う職員の業務例
　　・業務の実施状況に関する日誌(子どもの出欠席、職員の服務に関する状況等)
　　　の作成
　　・おやつの発注、購入等
　　・遊びの環境と施設の安全点検、衛生管理(清掃や消毒等)、整理整頓
　　・会計事務等
　　・その他、放課後児童クラブの運営に関わる業務や育成支援の周辺業務

補助金額：環境改善事業費補助金と合わせて1クラブ当たり上限額1,000千円

補助割合：国1/3、県1/3、市1/3

（千円）

　育成支援体制強化事業を実施することで、支援員が保育に専念できる環境を整える。
　「育成支援体制強化事業費補助金」と「環境改善事業費補助金」を合わせて1クラブ当
たり上限額1,000千円の範囲内で、選択して実施できるようにする。

3款2項1目 事業区分 新規 担当課名 子育て支援課

5,172 15,516

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

放課後児童健全育成事業(放課後児童クラブ育成支援体制強化事業費補助金)

歳出科目

15,516 10,344

- 20 -



- 21 -

１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

子ども家庭総合支援事業費(子育て世帯訪問支援臨時特例事業)

歳出科目 3款2項1目 事業区分 新規 担当課名 子ども家庭課

737 3,015

　家事・育児等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー等がい
る家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家
事・育児等の支援を実施することにより、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の高まり
を未然に防ぐことを目的とする。

1　事業の概要
　 支援対象家庭を委託事業所の訪問支援員が訪問し、家事支援又は育児支援を行
 う。

2　実施内容
　(1)　支援対象家庭
　　 ①保護者のない児童又は保護者に監護させることが不適当であると認めら
　　 　れる児童のいる家庭及びそれに該当するおそれのある家庭
　　 ②食事、生活環境等について不適切な養育状態にある家庭等、保護者の養
　　 　育を支援することが特に必要と認められる児童のいる家庭及びそれに該
　　 　当するおそれのある家庭
　　 ③若年妊婦等、出産後の養育について、出産前において支援を行うことが
　　 　特に必要と認められる妊婦のいる家庭
　　 ④その他、市が特に支援が必要と認めた家庭

　(2)　支援内容
　　 ①家事支援(食事の準備、洗濯、掃除、買い物の代行等)
　　 ②育児支援(保育所の送迎支援、一時的な保育等)
　
　(3)　委託料(見込)
　　 ①家事支援　1,696千円（訪問支援費1,132千円、事務管理費564千円）
　　 　週1回2時間、年間48回、対象家庭3世帯（年間延べ回数144回）
　　 ②育児支援　1,319千円（訪問支援費755千円、事務管理費564千円）
　　　 週1回2時間、年間48回、対象家庭2世帯（年間延べ回数96回）

　(4)　利用者負担額
　　　 対象家庭の収入の状況に応じて、1回（2時間）当たり0円～3,930円
　　 ※支援の回数等は、家庭の状況に応じて柔軟に対応
　
　

（千円） 3,015 2,203 75

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

　子育て世帯訪問支援事業は「児童福祉法の一部を改正する法律」（令和4年6月成
立、令和6年4月施行）において、新たに創設された家庭支援事業。法施行前の令和5
年度は、臨時特例事業として国県の補助を活用して実施する。
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

子育て世代活動支援センター整備事業

歳出科目 3款2項5目 事業区分 継続 担当課名 子育て支援課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

14,329 273,048 117,250

　屋内遊戯施設を整備することで、子どもたちが天候に左右されない施設において「遊
び」を通して身体を動かし、子ども同士や親子などで交流できる場所を確保する。

　令和5年10月のオープンを目指して、アクティー米沢を改修し、屋内遊戯施設を整
備する。
　
1　改修面積　2075.8㎡(1階：1347.5㎡、2階：728.3㎡)
　
2　今年度の主な工事関係事業費
 　　建築工事費　　　　　　 180,851千円(総事業費：225,500千円)
 　　機械設備工事費　　　　  78,529千円(総事業費：121,000千円)
 　　電気設備工事費　　　　  49,971千円(総事業費： 86,603千円)
 　　工事監理委託料　　　　 　2,772千円(総事業費：　3,960千円)

3　活用する補助金　　都市構造再編集中支援事業費補助金

4　今後のスケジュール
　　 令和4年10月～令和5年7月　改修工事
　　 令和5年 4月～ 5月　　　　屋内遊戯施設(旧体育室)の愛称公募
　　 令和5年 8月～10月 　　　 備品搬入、開館準備
　　 令和5年10月　　　　　　  オープン

（千円） 390,298 72,669 303,300
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

出産・子育て応援事業

歳出科目 4款1項2目 事業区分 新規 担当課名 健康課

8,168 49,008

　妊産婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から出産・子育てま
で一貫した伴走型の相談支援と経済的支援を組み合わせた事業を実施する。

1　事業内容
 （1)　伴走型支援
　 　　妊娠届出時・妊娠8か月頃・出産後(赤ちゃん訪問)において、アンケートや
　　 サポートガイド、情報紙を活用し、出産・育児の見通しを一緒に確認するため
　　 の面談や継続的な情報発信を行い、必要な支援につないでいく。

　(2)　経済的支援
　　　 出産育児関連用品の購入、子育て支援サービスの利用負担の軽減を図るた
　　 め、妊娠届出後に5万円(出産応援ギフト)、赤ちゃん訪問後に5万円(子育て応
　　 援ギフト)を給付する。現金に代わるクーポンの利用については、県の動向等
　　 を見ながら検討する。
　
2　予算内訳
　 ・人件費(伴走型支援に従事する保健師等）　2,483千円
　 ・消耗品費(サポートガイド・情報紙作成等) 　110千円
　 ・印刷製本費(封筒作成)　　　　　　　　　　　11千円
　 ・通信運搬費(アンケート・決定通知郵送)   　276千円
　 ・手数料　　　　　　　　　　　　　　 　　　128千円
　 ・交付金　　　　　　　　　　　　　　　　46,000千円
　 　　出産応援ギフト 　　　　　　　　　　 23,000千円
　 　　子育て応援ギフト 　　　　　　　　　 23,000千円

（千円） 49,008 40,840

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

 1　推進体制　

 　(1)　米沢市有害鳥獣対策連絡協議会の活動強化

 　(2)　鳥獣被害対策実施隊の活動強化

 　(3)　狩猟免許新規取得者の経費補助

 　(4)　研修体制の強化

 2　有害捕獲・個体数管理

 　(1)　ニホンザル加害群への発信機の装着及び更新

 　(2)　猟友会との連携強化

 　(3)　捕獲報奨金、緊急捕獲経費(イノシシ、クマ、ニホンジカ)

 　(4)　猟友会・業者連携による捕獲体制強化

 3　被害防除対策　

 　(1)　地域主体による被害防除体制の構築　

 　(2)　電気柵等設置補助

 　(3)　カワウ駆除に要する経費

 　(4)　野生鳥獣対策システムの運用

 　(5)　大型獣類出没原因等調査

 　(6)　効果的捕獲技術の検証・活用

 　(7)　ジビエ振興対策

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

有害鳥獣対策事業

歳出科目 6款1項3目 事業区分 継続 担当課名 森林農村整備課

768千円

125千円 125千円

1,881千円

4,620千円 6,893千円

14,548 39,370 1,687

　サル等による農作物被害は依然として発生しているため、引き続き山上地区をモデルと
した被害に強い集落づくりを推進する。また、イノシシ・クマ・ニホンジカ等の大型獣類
の生息域が拡大傾向にあるため、調査・防除・有害個体の捕獲を一層強化する。
　活動の大部分は、米沢市有害鳥獣対策連絡協議会が国の交付金を活用して行っており、
市は負担金を支出している。

協議会 市

（千円） 41,057 2,835 23,674

　　　　（各地区協議会・関係組織との連携及び追払い用花火の購入）

　　　　（地域リーダーや猟友会による地域活動の支援）

150千円

11,700千円 4,490千円

97千円

1,290千円 400千円

346千円 347千円

852千円 855千円

853千円 855千円

760千円

23,674千円 17,383千円

　予算額41,057千円には、米沢市有害鳥獣対策連絡協議会に国の交付金が支払われる
までの貸付金23,674千円が含まれており、財源内訳の「その他」23,674千円はその返
還金である。

1,000千円

550千円 550千円

1,481千円 69千円
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

森林環境譲与税譲与額(千円)

事業名
(事項名)

森林環境譲与税活用事業

歳出科目 6款2項2目 事業区分 継続 担当課名 森林農村整備課

36,831 44,081 △7,243

　森林環境譲与税を活用して、森林経営管理法に基づき市町村が実施する森林整備事業や
森林境界明確化事業等を通じ、森林の多面的機能の発揮を図る。また、林業経営体の体質
強化や木材利用など、林業振興に資する事業の展開を図る。

1　新規事業
　(1)　高精度測量機器導入事業　　　　　　　　　　　　　2,011千円
　　 当該測量機器は高精度な位置情報を取得することが可能であり、さらに現在実
　 施している航空レーザ測量の成果と連動し、森林境界のデータを蓄積することが
　 できる。導入後は、実際に森林境界明確化事業を実施する際に活用し、今後の森
　 林整備等に活かしていく。また、伐採、造林の確認や林道災害の正確な位置の把
　 握など、その他林業振興に係る事業にも活用する。
　(2)　(仮称)米沢市森林経営協議会設立　　　　　　　　　2,189千円
　　 森林資源解析とアンケート調査の集計が完了することから、林業関係者や有識
　 者などによる協議会を設立し、それらのデータを基に、今後の本市林業振興
　 策や森林経営管理制度の方針の議論及び林業課題の共有並びに意見交換等を行
　 い、本市の林業の発展を図る。

2　拡充事業
　(1)　木質バイオマス燃焼機器設置事業費補助金　　　　　2,000千円
　　 令和4年度から実施している本事業において、設置する機器の価格格差を是正す
　 るため、上限額を変更するもの。
　　・変更前：薪ストーブ上限50,000円
　　・変更後：薪ストーブ上限80,000円
　　　※ペレットストーブは変更なし(50,000円上限)

3　継続事業
　(1)　航空レーザ測量等森林経営管理促進業務　　　　　 20,080千円
　　　 5ヶ年契約のうち3年目。森林資源解析を基に森林評価図を作成。
　(2)　新生児木製品贈呈事業　　　　　　　　　　　　　　2,500千円
　(3)　森林保育推進事業費補助金　外1件　　　　　　　　 3,600千円
　(4)　事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 37千円
　(5)　基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,421千円

（千円） 36,838 7

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

※令和2年度の国勢調査の結果を受けて見込んでいる。私有林人工林面積、林業就業
者数及び人口の比率で配分されるため、その結果によっては譲与額が変更となる可能
性あり。

R8～見込

14,768 31,382 31,317 38,431 47,166 44,822

R1決算 R2決算 R3決算 R4・R5見込 R6・R7見込
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

米沢ブランド戦略事業

歳出科目 7款1項2目 事業区分 継続 担当課名 米沢ブランド戦略課

0 34,864 △1,225

　地域が一体となって米沢全体のブランド化に取り組み、新たな雇用の創出、競争力の強
化、付加価値の向上、地域全体のイメージアップを実現することで、地域内に住む人が、
地域に誇りと自信を持ち、将来にわたってその地域に住み続けたいと思えるまちを、地域
外の人にとっては、その地域に行ってみたい、住んでみたいと思う魅力あるまちを構築
し、持続的な地域経済の活性化と関係人口の増加を図る。

1　事業概要
　 米沢ブランドは、挑戦と創造のあかし「米沢品質」をスローガンに、産品だけで
 はなく、サービス・観光・文化・行政等、様々な分野での「挑戦と創造」を喚起
 し、米沢全体の付加価値を高めていく。また、その行動を具現化するための「米沢
 品質向上運動」により様々な分野の「米沢品質」を持続的に向上させ、米沢全体の
 ブランド価値を高めていく。
 　今年度は、TEAM NEXT YONEZAWA及び米沢品質AWARDへの支援を強化し、米沢全体
 のブランド化の取組をより加速させる。

2　予算内訳
 ・運営事務費　　　　　　　　　　　　 459千円
 ・旅費(費弁・普旅)　　　　　　　　   257千円
 ・米沢品質AWARD2023経費　　 　　　　 363千円
 ・印刷製本費　　　　　　　　　　　　 401千円
 ・委託料(ブランド関係)　　　　　　30,659千円
 ・負担金(ブランド推進協議会)　　　 1,500千円

（千円） 33,639 33,639

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

観光客誘致事業(アニメツーリズム事業費補助金)

歳出科目 7款1項3目 事業区分 新規 担当課名 観光課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 3,000 3,000 0 3,000

　令和6年冬に予定されている本市を主要ロケ地としたアニメ映画の公開に合わせて、ア
ニメ・漫画を観光資源とした「アニメツーリズム」事業を行うことで、本市の知名度の向
上と交流人口の拡大、インバウンドのさらなる誘客を図る。

1　市内聖地(ロケ地)巡礼観光マップの製作、配布事業　　1,500千円

2　市内聖地(ロケ地)巡礼スタンプラリー事業　　　　　　1,000千円

3　映画公開記念イベント事業　　　　　　　　　　　　　　500千円
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

　索道施設の老朽化や保守対応の終了に伴い、早急な施設整備が必要であることから、こ
れらの整備を行うことにより、山岳観光拠点となる西吾妻山天元台高原の索道施設(ロー
プウェイ・リフト)の安全安心な運行の確保を図る。

1　事業内容
　(1)　つがもりロマンスリフト運転制御盤更新工事
　　　 整備後35年経過し、老朽化が著しいことから、運転制御盤の更新工事を行う
　　 もの。

　　　 事業期間：令和5年度～令和6年度

　　　 事 業 費：2か年合計　30,000千円

　　 ※令和6年度分は、債務負担行為を設定する。

歳出科目 7款1項3目 事業区分 新規 担当課名 観光課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 15,000 11,200 3,800 15,000

事業名
(事項名)

観光施設等運営管理事業(天元台つがもりロマンスリフト運転制御盤更新工事)
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

空き家対策事業

歳出科目 8款1項2目 事業区分 継続 担当課名 建築住宅課

　国・県の支援制度(住宅市街地総合整備事業補助金等)を活用し、財政負担の軽減を
図る。

33,644 43,357 5,291

　米沢市家屋等の安全管理に関する条例及び空家等対策の推進に関する特別措置法並びに
米沢市空家等対策計画に基づき、適正に管理されずに危険な状態になっている家屋及び空
家等について、危険を回避するための必要な手続きや措置を行うとともに、空き家の適正
な管理と利活用を推進する。

1　空き家・空き地利活用支援事業補助金　　　　　　　　　 　13,800千円
　(1)　空き家改修支援事業(9,000千円)
  　 　空き家の改修費用を補助
  　　 ・一般タイプ　　　　最大補助額：　700千円(補助率3/10)
　 　　・移住者タイプ　　　最大補助額：1,200千円(補助率2/ 3)
　 　　・地域活性化タイプ　最大補助額：　600千円(補助率2/ 3)
　(2)　家財片付け等支援事業(800千円)
       空き家の片付け等の費用を補助　最大補助額：200千円(補助率7/10)
  (3)　隣接地取得支援事業(4,000千円)
       200㎡未満の土地、無接道地又は異形地である隣地を取得し、空き家を改修又
　　 は除却する費用を補助
       ・測量等費用　　　　　　　　最大補助額：500千円(補助率10/10)
　　　 ・建築物等の除却・改修費用　最大補助額：700千円
　 　　 　(除却の場合：補助率5/10、改修の場合：補助率 3/10)
2　不良住宅・特定空家等除却促進事業費補助金　　　　　　 18,200千円
  (1)　不良住宅・特定空家等除却支援事業(13,200千円)
　　　 危険な状態となっている住宅等の除却費用を補助
　　　 ・市民税所得割が非課税の方  　最大補助額：1,200千円(補助率8/10)
　　　 ・所得額が320万円未満の方 　　最大補助額：  600千円(補助率8/10)
  (2)　近隣住民等空き家除却支援事業(5,000千円)
  　 　近隣住民等が特定空家等の除却・家財の片付け、測量等を行う費用を補助
 　　  ・建築物等の除却費用　　　　　　　最大補助額：4,000千円(補助率8/10)
 　 　 ・家財の片付け等費用、測量等費用　最大補助額：　500千円(補助率2/ 3)
3　危険家屋応急措置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,500千円
4　安全代行措置(2,500千円×1件)　　　　　　　　　　　　　　2,500千円
5　米沢市空き家・空き地バンク物件調査　　　　　　　　　　　　880千円
　　(新規登録33千円×25件、再登録11千円×5件)
6　略式代執行(5,500千円×1件)　　　　　　　　　　　　　　　5,500千円

（千円） 48,648 15,004
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

道路維持管理事業

歳出科目 8款2項2目 事業区分 継続 担当課名 土木課

170,218 174,902 △4,684

　道路(法定外公共物を含む)を常時良好な状態に保つように維持・修繕し、もって一般交
通に支障を及ばさないよう努める。

1　道路・河川施設維持修繕等業務委託
　 ・道路、側溝等の修繕　　1式
　
2　道路清掃等道路維持業務委託
　 ・主要道路の草刈、路面清掃、落ち葉清掃　　1式

3　路面補修業務委託
　 ・損傷した路面のパッチング　1式

4　道路照明灯LED化及び維持管理業務料(リース：R5.2.1～R15.1.31)
　 ・維持管理　1式

5　転落防止柵修繕工事
　 ・市道笹野太田町五丁目線　L=42.0m

（千円） 170,218

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

市道整備事業(補助)

歳出科目 8款2項3目 事業区分 継続 担当課名 土木課

6,027 155,500 114,400

　市道広幡西廻り線については、川西町への円滑な通行を促すための道路整備事業であ
り、狭隘な国道287号の交通渋滞の緩和及び交通事故の防止を図るとともに、災害時にお
ける円滑で迅速な物資供給を行うための救急救援活動等に必要な緊急輸送道路の確保を図
る。
　また、都市構造再編集中支援事業において、市道門東町三丁目中央一丁目線外3路線の
道路整備事業を実施し、まちなかにおける回遊性及び利便性の向上を図るとともに、公共
交通を始めとした交通機能の強化と走行性向上を図る。

1　社会資本総合整備事業における道路改良事業
   ・市道広幡西廻り線外　道路改良舗装工事　L=128.5m
 　【全体計画】
     　延長　L=1,425m(米沢市分 L=345m　川西町分 L=1,080m)
     　幅員　W=6.0(12.5)片歩道3.5m

2　都市構造再編集中支援事業における道路改良事業(4路線　総延長756.1m)
　(1)　一方通行解除に向けた道路改良舗装工事(1路線　L=176.1m)
　 　  ・市道門東町三丁目中央一丁目線    L=176.1m

　(2)　道路改良舗装工事(2路線　総延長L=285.0m)
　　　 ・市道門東町三丁目南部小西線　　　L=150.0m
       ・市道興譲小南通り線　　　　　　　L=135.0m

　(3)　無散水施設設置に伴う道路改良舗装工事(1路線　L=45.0m)
　　　 ・市道松が岬一丁目松川左岸線　　  L=45.0m

（千円） 269,900 82,473 181,400
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

市道整備事業(単独)

歳出科目 8款2項3目 事業区分 継続 担当課名 土木課

10,000 105,200 83,900

　生活用道路として隘路・幅員狭小を解消し、地域住民の利便性向上や安全な通行確保を
図るため、生活密着関連の道路改良事業を実施する。
　また、(仮称)南西中学校新設事業に伴い、学校西側道路の安全な通行確保と渋滞緩和を
図るため、道路改良事業を実施する。
　さらに、道路施設の適切な維持を図るとともに、安全で安心な通行確保を図るため、舗
装補修(舗装打換・オーバーレイ・路盤再生舗装打換)事業を実施する。

1　道路改良舗装工事(1路線　L=170.0m)
　 ・市道毘沙門天上小瀬線　　　　　 L=170.0m

2　道路改良事業における用地補償等(1路線)
　 ・市道南部小南通り線　　　　　　 1式

3　一方通行解除に向けた道路改良舗装工事(1路線　L=48.0m)
　　・市道門東町三丁目中央一丁目線　L=48.0m

4　(仮称)南西中学校新設事業における道路改良事業
　 道路改良事業における道路測量設計業務委託(1路線　L=200.0m)
   ・市道堀川町二中西通り線　　　　 L=200.0m

5　道路舗装(舗装打換)工事(1路線　L=1,100.0m)
　 ・市道桑山戸板線　　　　　 　    L=1,100.0m

6　道路舗装(オーバーレイ)工事(1路線　L=830.0m)
　 ・市道米沢駅東線　　　　　　　　 L=830.0m

7　道路舗装(路盤再生舗装打換)工事(1路線　L=245.0m)
　 ・市道宮井東線　　　　　　　　　 L=245.0m

（千円） 189,100  179,100

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

側溝整備事業(単独)

歳出科目 8款2項3目 事業区分 継続 担当課名 土木課

4,200 25,000 6,700

　道路の冠水を防止し、自動車、自転車及び歩行者の安全確保を図る。

1　側溝整備工事(2路線　総延長279.2m)
　 ・市道米沢駅羽黒川左岸線      L=187.7m
　 ・市道松が岬公園北部小線　　　L=91.5m

2　排水流末整備工事(1路線　L=25.0m)
　 ・市道第2日の出団地2号支線　L=25.0m

3　側溝整備事業における道路測量設計業務委託(1路線　L=70.0m)
　 ・市道梓山牛森線　　　　　　　L=70.0m

（千円） 31,700 27,500
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

流雪溝整備事業(単独)

歳出科目 8款2項3目 事業区分 継続 担当課名 土木課

1,895 31,496 22,399

　流雪溝整備により冬季交通の確保及び溢水防止を図る。

1　流雪溝整備工事(3路線　総延長216.0m)
　 ・市道家中北廻り線　　　　　　　L=85.0m
　 ・普通河川下窪田堰　　　　　　　L=65.0m
　 ・普通河川吉野清水堰　　　　　  L=66.0m

2　流雪溝整備事業に伴う測量設計業務委託(1路線　総延長370.0m)
　 ・普通河川遠山谷地堰　　　　　　L=370.0m

（千円） 53,895 52,000

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

橋りょう長寿命化事業(補助)

歳出科目 8款2項4目 事業区分 継続 担当課名 土木課

20,920 109,000 600

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、損傷の程度が著しい等、緊急性または重要性の高い箇
所から計画的に補修工事を行う。
　また、高度成長時代につくられた数多くの橋梁が今後一度に更新時期が到来するため、
橋梁点検を実施し、現在の健全度を調べることにより、長寿命化に向けた計画的な修繕計
画を立案し、橋梁寿命の延命を図る。
　さらに、横断歩道橋修繕計画に基づき、信濃町横断歩道橋の定期点検を行う。

1　橋梁補修工事(5橋　総延長88.5m)
　 ・市道関根駅松原線　　　　　立沢橋(橋長L=51.0m、全幅W=5.0m)
　 ・市道八谷沢線　　　　　　　蛇沢橋(橋長L=30.0m、全幅W=4.5m)
　 ・市道門東町一丁目東西線　　下門橋(橋長L=2.7m、全幅W=3.3m)
　 ・市道元立東線　　　　　　　山道橋(橋長L=2.8m、全幅W=4.2m)
　 ・市道道下東西通り線　　　　川井1号橋(橋長L=2.0m、幅員W=9.5m)

2　橋梁補修設計業務委託(2橋　総延長L=19.6m)
　 ・市道八谷沢線　　　　　　　平八沢橋(橋長L=13.3m、全幅W=4.5m)
　 ・市道峯越滑川線　　　　　　第二大沢橋(橋長L=6.3m、全幅W=4.6m)

3　橋梁長寿命化修繕計画に向けた橋梁点検診断等(N=118橋)

4　道路附属物等長寿命化修繕計画(横断歩道橋)に向けた点検診断(N=1橋)

（千円） 109,600 60,280 28,400
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

除雪対策事業

歳出科目 8款2項6目 事業区分 継続 担当課名 土木課

680,622 700,000 42,752

　冬期間の降雪、積雪による幅員の狭小や見通しの悪化、吹きだまりの発生等に対して、
市民生活に影響が生じないよう除排雪を実施し、安全で円滑な交通の確保に努める。

1　除排雪等業務委託(R4除雪計画書より)
　 ・車道除雪　　　　765路線　　L=613.55km
　 ・歩道除雪         73路線　　L= 73.69km
　 ・排雪　　　　　　131路線　　L=103.14km
　 ・雪捨場　　　　　　　　　　 N=8箇所

2　除雪オペレーター育成支援事業費補助金　800千円(補助率1/2、上限8万円)
　 除雪オペレーターの高齢化や担い手不足を解消するとともに、安定した除雪体制
 の維持を目的として、本市の除排雪業者に対し、除雪オペレーター育成のための資
 格取得にかかる費用の一部を補助する。

（千円） 742,752 12,161 33,300 16,669

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

増 減 額

歳出科目 8款3項3目 事業区分 継続 担当課名

事業名
(事項名)

水路整備事業(単独)

4,105 31,204 △17,599

　水路整備の促進により、災害の未然防止を図る。

1　水路整備事業に伴う測量設計業務委託(2路線　総延長760.0m)
　 ・市道窪倉線　　　　　　　　　 L=620.0m
　 ・普通河川赤崩水系　　　　　　 L=140.0m
　
2　水系調査業務委託
 　・木場川分水(下堰)　　　　　 　1式

（千円） 13,605 9,500

土木課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

河川施設改修事業

歳出科目 8款3項3目 事業区分 継続 担当課名 土木課

3,500 36,500 35,000

　県が着手している滝沢砂防事業に合わせ、市が管理する下流側の自然災害防止を図るた
め、普通河川滝沢を整備する。

1　水路内面塗装業務委託
　 ・市道成島町信夫町線外　　L=100.0m
　
2　河川施設等整備工事(総延長250.0m)
　 ・普通河川滝沢　　　　　　L=100.0m

（千円） 71,500 68,000

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

都市計画総務事業(東町プラットフォーム(官民連携まちづくり事業)負担金)

歳出科目 8款4項1目 事業区分 継続 担当課名 都市計画課

国の支援制度(都市構造再編集中支援事業)を活用し、財政負担の軽減を図る。

1,642 2,300 700

　持続可能でコンパクトなまちづくりの一環として、官民が連携して居心地がよく歩きた
くなるまちなかづくりを促進する。

1　事業概要
　 立地適正化計画における誘導区域内の一部エリアである旧町名東町(本町地内)に
 おいて形成された東町プラットフォーム(※)が策定した地域の未来ビジョンに基づ
 き、取組の検討と実施を行う。

2　予算内訳
　 未来ビジョンに基づくアクションプラン(実施計画)の作成及び人が交流、滞留
 することを目指した社会実験の実施を支援する。
　 東町プラットフォーム(官民連携まちづくり事業)負担金　　　3,000千円
　

(※)東町プラットフォーム
　　令和4年5月に、米沢市、まちづくり会社、地元町内会、山形大学、金融機関、
　観光DMCによって構成されたエリアマネジメントを行うことを目的としたプラッ
　トフォーム。まちの将来像を議論して描き、その実現に向けた取組(＝まちづ
　くり)について協議・調整を行う。

（千円） 3,000 1,358

予算の状況

- 39 -



- 40 -

１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

災害対策事業(緊急告知ラジオ貸与事業)

歳出科目 9款1項5目 事業区分 新規 担当課名 防災危機管理課

2,420 2,420

　近年頻発している各種災害に備え、住民の多様な情報伝達手段の確保が重要な課題と
なっている。緊急告知ラジオは、災害時にコミュニティFM放送を通じた緊急放送を受信
し、自動的に起動して緊急情報を伝えるもので、令和4年度に実施した緊急告知ラジオの
配付希望調査において、配付を希望した世帯に対して無償貸与を行うもの。

1　概要
 　平成29年度に土砂災害特別警戒区域及び浸水想定区域に居住する世帯や事業所等
 の約800戸に緊急告知ラジオを配付したが、浸水想定区域の見直しに伴い、想定区域
 に居住する世帯数が大幅に増加したため、災害時に情報収集が困難な高齢者世帯等
 を含む希望する世帯に緊急告知ラジオを貸与する。

2　貸与対象者
　(1)　浸水想定区域内に居住している世帯の希望者
　(2)　避難行動要支援者のみで居住している世帯の希望者
　(3)　上記に該当しない者で、かつ65歳以上の高齢者世帯であり情報入手困難な者

3　貸与方法
　 無償貸与

4　貸与スケジュール
　 緊急告知ラジオは受注生産品であるため、納期に時間を要するが、速やかな貸与
 に努める。

（千円） 2,420
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

10款1項2目 事業区分 継続 担当課名 学校教育課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額

（千円） 9,098 9,098 9,407 △309

　市立学校適正規模・適正配置等基本計画を推進し、よりよい教育環境の創出と教育の質
の充実を図る。

1　小学校における複式学級の解消
　　 広幡小学校、六郷小学校及び塩井小学校の統合に向けた地元代表者協議会の
　 開催及び統合準備委員会の設置

2　中学校の統合に向けた協議
　(1)　第一中学校と第五中学校の統合に向けた統合準備委員会の設置
　(2)　地元代表者協議会の開催
　　 ①　第二中学校区
　　 ②　第三中学校区
　　 ③　第四中学校区
　　 ④　第六中学校区
　(3)　統合中学校の開校に向けた統合準備委員会の設置
　　 ①　(仮称)南西中学校
　　 ②　(仮称)北中学校
　
　(4)　統合中学校の開校に向けた準備(校名、制服等)

3　学校統合の具体的な準備
　(1)　一小一中実現に向けた中学校区改編のための「通学区域審議会」の開催
　(2)　基本計画見直しのための検討委員会の開催

事業名
(事項名)

適正規模・適正配置推進事業

歳出科目

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

159,000 10,244 4,785 99,068 74,961

　令和8年度の(仮称)南西中学校の開校に向けて施設を整備し、より良い教育環境の創出
と教育の質の充実を目指す。

1　事業の概要
　 令和4年度に作成した基本設計を基に実施設計を行うとともに、外構に係る測量及
 び実施設計を行う。

2　今後の予定
　 　令和5年度　　実施設計
　　　　　　　　　外構工事に係る測量及び実施設計

　 　令和6年度　　外構整備工事(南側入口、工作物等撤去)
　　　　　　　　　校舎及び屋内運動場新築工事 (～令和7年度)

　 　令和7年度　　外構整備工事(正面通路)
　　　　　　　　　既存校舎及び屋内運動場解体・撤去(～令和8年度)

　 　令和8年度　　 ＜開校＞
　　　　　　　　　外構整備工事(外周、駐車場等)
　　　　　　　　　グラウンド整備工事(～令和9年度)

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 174,029

事業名
(事項名)

(仮称)南西中学校施設整備事業

歳出科目 10款3項3目 事業区分 継続 担当課名 教育総務課
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

25,718 160 7,123 18,755

事業名
(事項名)

学校給食共同調理場整備事業

　市立学校適正規模・適正配置等基本計画に基づき統合される中学校で安全安心な給食を
提供し、本市学校給食の目指すべき姿を掲げた学校給食基本方針の実現に資する。

1　事業の概要
　 学校給食共同調理場の整備及び維持管理運営をPFI方式で実施するため、事業者選
 定に係る支援を行うアドバイザリー業務を委託する。

2　PFIアドバイザリー業務
　(1)　委託期間
　　 　  令和5年3月～令和6年3月
　(2)　予算額(令和5年3月補正予算で債務負担行為の設定)
　　　　 25,718,000円
　
3　今後の予定
　 　令和5年度 　 5月　実施方針・要求水準書(案)の公表
　　　　　　 　　 7月　事業者の公募
　　　　　  　　 11月　事業者の選定、基本協定締結
　　 　　　  　　 3月　契約の締結
　
　 　令和6年度　　基本・実施設計
　　　　　　　　　建設工事(～令和7年度)

　 　令和7年度　　供用開始準備(2か月程度)

　 　令和8年度　　供用開始

歳出科目 10款3項3目 事業区分 継続 担当課名 教育総務課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 25,878
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【水道事業会計】

１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

（千円） 1,016,282 1,016,282 352,202 664,080

　老朽化が進む舘山浄水場を廃止し、山形県企業局笹野浄水場から受水する施設等の整備
を行い、水道水の安定供給に努める。

1　配水管布設工事ほか
　 ・第1工区　赤芝町地内　　　DIP(GX)　φ400㎜　L=800m
　 ・第2工区　赤芝町地内　　　DIP(GX)　φ400㎜　L=800m
　 ・配水池外造成工事(R4～R5)
　 ・赤芝配水池・赤芝送水ポンプ場築造工事(R5～R6)

　 〇全体計画
　　 事業年度　平成29年度～令和 7年度
　　 事業内容　平成29年度　　基本計画策定業務委託
　　　　　　　 令和 2年度　  用地測量等業務委託、用地取得
　　　　　　　 令和 3年度　　受水施設実施設計業務委託
　　　　　　　 令和 4年度～　受水施設整備工事

事業名
(事項名)

舘山配水区受水施設整備事業

歳出科目 建設改良費 事業区分 継続 担当課名 水道課

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

　重要な基幹施設の耐震化及び病院・避難所等への重要管路の線的耐震化を図り、水道水
の安定供給に努める。

1　重要管路耐震化工事
　 ・第1工区　城南1丁目地内外　  DIP(GX)φ300㎜　L=324m(補助)
　 ・第2工区　林泉寺3丁目地内外　DIP(GX)φ400㎜　L=106m(補助) JR推進
　 ・第3工区　丸の内2丁目地内外　DIP(GX)φ75㎜　 L=400m(単独)
　

　 〇全体計画
　　 事業年度　平成29年度～
　　 事業延長　　DIP(GX)  φ75㎜～φ800㎜　　L=21,439m

　 〇進捗状況(令和 4年度まで)
　　 耐震化延長　DIP(GX)  φ75㎜～φ800㎜　  L=10,258ｍ
　　 事業進捗率　47.8%

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

（千円） 228,090 44,000 184,090 246,796 △18,706

事業名
(事項名)

重要施設耐震化事業

歳出科目 建設改良費 事業区分 継続 担当課名 水道課
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【下水道事業会計】

１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

処理場改築事業

歳出科目 建設改良費 事業区分 継続 担当課名 下水道課

0 685,200 △161,800

　米沢市ストックマネジメント計画に基づき、老朽化した施設・設備の改築工事を行い、
適正な機能回復を図るとともに、維持費用を縮減し、効率的な施設運営を図る。

　令和2年度に策定した米沢市ストックマネジメント計画に基づき、計画的に施設の
改築工事を実施する。

　米沢市ストックマネジメント計画
　(1)　全体計画
　　　 米沢浄水管理センター外処理施設改築事業
　　　　 ・計画期間：令和3年度～令和7年度(5箇年)
　　　　 ・事業内容：処理施設改築、耐震補強、実施設計
　　　　 ・事 業 費：3,779,000千円

　(2)　令和5年度事業　　事業費523,400千円
　　　　 ・改築工事　　502,000千円
　　　　 　米沢浄水管理センター：水処理設備
　　　　 ・実施設計　　 21,400千円
　　　　 　上新田中継ポンプ場：設備改築、耐震化

（千円） 523,400 286,800 236,600

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

し尿受入施設整備事業

歳出科目 建設改良費 事業区分 継続 担当課名 下水道課

0 198,200 426,600

　置賜広域行政事務組合が管理するし尿処理施設(米沢クリーンセンター・南陽クリーン
センター)は、施設の老朽化や搬入量の減少も見られるため、経費削減の観点から両施設
を廃止し、新たに米沢浄水管理センターにし尿受入施設の建設を行い、し尿及び浄化槽汚
泥を直接投入・処理することで、効率的な施設運営を図る。

　令和7年度の供用開始に向け、計画的に施設の改築工事を実施する。

　し尿受入施設整備事業
　(1)　全体計画
　　　　 ・計画期間：令和3年度～令和7年度(5箇年)
　　　　 ・事業内容：し尿受入施設建設、し尿処理施設解体
　　　　 ・事 業 費：3,093,500千円

　(2)　令和5年度事業　　事業費624,800千円
　　　　 ・し尿受入施設建設工事　　607,392千円
　　　　 ・設計・施工監理　　　　　 17,408千円

（千円） 624,800 312,400 312,400
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【市立病院事業会計】

１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

事業名
(事項名)

病院建設事業

歳出科目 建設改良費 事業区分 継続 担当課名 病院総務課

283,791 5,313,421 1,380,530

　本市の救急医療を含めた急性期医療の維持・強化に向けて、機能分化・医療連携を協議
している三友堂病院と、令和5年11月の同時開院を目指して新病院建設を進める。

新病院建設に向けて次の工事等を実施する。

　・病院建設関連コンサルタント委託料　　　　　　　　　 12,210千円

　・新病院建設工事　　　　　　　　　　　　　　　　　2,625,356千円

　・新病院建設工事管理費　　　　　　　　　　　　　　　 22,995千円

　・医療機器整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,703,000千円

　・什器・備品整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　240,000千円

　・移転（開院準備）　　　　　　　　　　　　　　　　　 85,000千円

　・調査費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,390千円
　　　病院建設に必要な調査費、申請費等

（千円） 6,693,951 6,351,300 58,860

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

病院経営改善事業

歳出科目 委託料 事業区分 継続 担当課名 病院総務課

15,896 19,730 △3,834

　長期的に安定した経営基盤の構築を目指して経営改善を図る。

コンサルタント企業に業務を委託し、経営の改善を図る。

　委託内容
　・入院、病床コントロール、退院までの一連の運用を管理するPFMセンターの運営
　　を支援し、病床利用の最適化を目指す。

　・戦略的な地域連携・広報業務、地域医療支援病院としての要件業務、医療関係者
　　等に対する新病院に関する広報業務を担う組織である地域医療センターの立ち上
　　げを支援し、業務内容を構築することにより、地域の診療所、病院、介護施設、
　　介護事業所等との連携を強化し、紹介、逆紹介率向上と増患を目指す。

　・WEBを活用した地域医療ネットワーク会議開催や診療所等の関連施設との連携・
　　情報共有に関する環境整備の提案やシステム構築の支援を行う。

　・地域医療連携に関する営業計画立案、戦略立案、統計・分析資料作成により、地
　　域医療連携室の業務改善、効率化に向けた支援を行う。

　・病院経営に関するDPCデータ等を分析し、統計・分析資料作成、業務改善方法や
　　経営戦略を立案する。

　・診療報酬改定に対応するための業務支援、医学管理料・加算対策支援を行う。

　・病床稼働向上の対策支援を行う。

（千円） 15,896
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１．事業目的

２．主な事業実施内容

３．備　　　考

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 増 減 額

事業名
(事項名)

病院人材確保事業(奨学金等)

歳出科目 貸付金 事業区分 継続 担当課名 病院総務課

16,360 19,360 △3,000

　市立病院に医師・看護師として勤務しようとする者に対し、奨学資金を貸し付けること
により、その修学を容易にし、また、薬剤師として勤務した者に対し、奨学金返還金を助
成することにより、もって病院の医師・看護師・薬剤師の継続的かつ安定的な確保を図
る。

1　医師奨学金貸付事業
　 　年額200万円×年数＝貸付金額(６年間貸付の場合、１名1,200万円)

　 　平成30年度貸付決定者分　 1名　　　　　　　　　　　　200万円
　 　令和 4年度貸付決定者分　 1名　　　　　　　　　　　　200万円
　 　　　　　　　計　　　　　 2名　　　　　　　　　　　　400万円

2　看護師奨学金貸付事業
　 　月額5万円×月数＝貸付金額(概ね、年間60万円として、一般の看護学校
　 　の履修期間を3年間と仮定の場合、1名180万円)

　 　令和 2年度貸付決定者分　 3名　　　　　　　　　　　　180万円
　 　令和 3年度貸付決定者分　 3名　　　　　　　　　　　　180万円
　 　令和 4年度貸付決定者分　 3名　　　　　　　　　　　　180万円
　 　令和 5年度貸付決定者分　 5名　　　　　　　　　　　　300万円
　 　令和 5年度貸付予定者分　 5名　　　　　　　　　　　　300万円
　 　　　　　　　計　　　　　19名　　　　　　　　　　  1,140万円

3　薬剤師奨学金返還支援金貸付金
　 　年額48万円×年数＝貸付金額(12年間貸付の場合、1名576万円)

　 　令和 5年度貸付予定者分　 2名　　　　　　　　　　　　 96万円
　 　　　　　　　計　　　　　 2名　　　　　　　　　　　　 96万円

（千円） 16,360

予算の状況
当該年度
予 算 額

左 の 財 源 内 訳 前 年 度
当　　初
予 算 額
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